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第 2 期 第 1 年 次 研 究 課 題 へ の 研 究 会 が 始 まる 

 

第
１
回
（
１
０
月
度
） 

 

定
例
研
究
会
好
評
の
出
だ
し
！ 

 

静
岡
県
労
働
研
究
所
は
、
第
２
回
定
期
総
会
に
お
い

て
、
働
く
も
の
と
県
民
の
た
め
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し

て
、
労
働
運
動
に
大
い
に
役
立
っ
て
貰
う
た
め
に
、
今

回
の
定
例
研
究
会
を
準
備
し
て
き
ま
し
た
。 

 
こ
の
「
研
究
会
」
は
、
毎
月
第
３
金
曜
日
を
つ
か
い

静
岡
労
政
会
館
５
階
第
１
会
議
室
に
て
開
催
し
て
お

り
第
１
回
は
、
１
０
月
１
７
日
（
金
）
午
後
６
時
３
０

分
よ
り
、
１
２
名
の
参
加
者
で
、
中
沢
特
別
研
究
員
の

テ
ー
マ
の
発
表
を
中
心
に
、
布
川
所
長
の
司
会
で
討
論

が
豊
か
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

テ
ー
マ
は
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
選
択
に
中
立
な
社

会
制
度
」
を
レ
ジ
ュ
メ
に
沿
っ
て
発
表
し
、
特
に
「
性

に
中
立
な
制
度
」
「
個
人
単
位
化
」
が
、
一
方
で
は
男

女
平
等
の
観
点
か
ら
女
性
を
中
心
に
し
て
提
唱
さ
れ
、

も
う
一
方
で
は
企
業
は
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
目
的
で
、

政
府
は
財
源
を
増
や
そ
う
と
す
る
目
的
で
提
唱
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
①
７
０
年
代
以
降
の
経
済

社
会
の
構
造
変
化
、
②
構
造
変
化
に
伴
う
男
女
平
等
要

求
と
運
動
の
拡
が
り
、
③
「
新
日
本
的
経
営
」
に
代
表

さ
れ
る
財
界
の
新
戦
略
や
こ
れ
と
一
体
化
し
た
政
府

�

の
一
連
の
政
策
な
ど
で
あ
っ
た
。 

 

そ
し
て
こ
の
中
か
ら
「
二
つ
の
潮
流
」
が
生
ま
れ
、

第
一
の
潮
流
は
、
男
女
平
等
要
求
と
運
動
の
拡
が
り
の

結
果
と
し
て
、
世
帯
別
か
ら
個
人
別
へ
の
制
度
改
正
要

求
の
高
ま
り
が
あ
り
、
第
２
の
潮
流
は
、
財
界
・
大
企

業
の
成
果
主
義
に
よ
る
賃
金
や
昇
進
管
理
の
「
個
人
単

位
」
化
の
徹
底
、
税
金
・
社
会
保
障
財
源
の
逼
迫
に
対

し
て
支
え
手
を
増
や
そ
う
と
い
う
政
府
の
動
き
が
あ

る
。
こ
の
方
向
性
の
持
つ
危
険
性
は
、
仮
に
、
「
性
に

中
立
な
制
度
」
「
個
人
単
位
化
」
を
実
現
さ
せ
た
と
し

て
も
、
誰
も
が
自
立
し
た
「
個
」
と
し
て
生
き
て
い
け

る
保
障
や
そ
の
た
め
の
社
会
的
な
仕
組
み
と
手
立
て

が
な
い
現
状
の
ま
ま
で
は
ま
っ
た
く
無
意
味
で
あ
る
。 

 

こ
の
方
向
の
前
提
条
件
と
し
て
、
以
下
必
要
と
考
え

ら
れ
る
。
①
家
父
長
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
伝
統
的
な
性
別

役
割
分
業
か
ら
の
脱
皮
、
②
賃
金
の
男
女
格
差
、
昇

進
・
昇
格
差
別
等
の
撤
廃
、
パ
ー
ト
な
ど
の
不
安
定
就

労
層
の
均
等
待
遇
、
③
こ
れ
ま
で
私
的
領
域
と
し
て

「
世
帯
単
位
」
で
担
保
し
て
き
た
労
働
力
の
世
代
的
再

生
産
の
機
構
及
び
費
用
を
社
会
的
に
補
償
す
る
社
会

シ
ス
テ
ム
と
制
度
の
構
築
、
④
労
働
時
間
の
短
縮
な

ど
、
男
女
が
仕
事
と
家
庭
を
両
立
で
き
る
労
働
条
件
の

整
備
、
こ
れ
ら
の
前
提
条
件
を
ふ
ま
え
た
当
面
の
課
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�
と
し
て
、
社
会
保
険
方
式
で
な
く
税
方
式
に
よ
る
基

礎
年
金
の
最
低
保
障
制
度
の
確
立
と
全
国
一
律
最
低

賃
金
制
度
の
確
立
（
パ
ー
ト
の
均
等
待
遇
と
社
会
保
険

加
入
）
が
課
題
と
な
る
。 

 

〝
中
澤
報
告
〟
か
ら
討
論
で 
出
さ
れ
た
主
な
論
点
！ 

 

①
「
個
」
と
し
て
自
立
で
き
る
為
に
は
、
ど
の
よ
う

な
労
働
環
境
の
整
備
が
必
要
と
な
る
か
、
②
同
一
価
値

労
働
・
同
一
賃
金
に
お
け
る
価
値
基
準
を
ど
こ
に
置
く

の
か
、
③
同
一
価
値
労
働
・
同
一
賃
金
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
何
が
前
提
条
件
に
な
る
か
、
④
ジ
ェ
ン
ダ
ー

問
題
を
ど
う
克
服
し
て
い
く
か
、
⑤
リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ
ッ

ジ
の
制
度
化
・
実
現
の
た
め
に
何
が
必
要
か
、
な
ど
が

主
な
論
点
の
と
な
っ
た
。 

 

こ
こ
で
「
個
」
の
自
立
で
き
る
為
に
は
、
賃
金
の
男

女
格
差
、
昇
進
・
昇
格
差
別
の
撤
廃
、
非
正
規
労
働
者

の
均
等
待
遇
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
提
起
さ
れ
、
次
回

定
例
会
へ
の
報
告
を
生
協
労
連
に
依
頼
し
て
第
１
回

の
研
究
会
を
終
了
し
た
。 

 
 

〝
次
回
「
第
２
回
」
定
例
研
究
会
は 

 
 
 
 
 
 
 

１
１
月
２
１
日
（
金
）
開
催
〟 

 
 

【
今
後
の
日
程
表
】 

◆ 

１
１
月
２
７
日
（
木
）
第
２
２
回
所
員
会
議 

 
 
 

会
場:
静
岡
県
評 

 

◆ 

１
２
月
１
９
日
（
金
）
第
３
回
定
例
研
究
会 

 
 
 
 

会
場:

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ
第
１
会
議
室 

 

◆
０
４
年
１
月
１
６
日
（
金
）
第
４
回
定
例
研
究
会 

 
 
 
 

会
場:

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ
第
２
会
議
室 

【用語解説】 
 リビングウェッジ＝生活保障賃金は、低賃金労働者をなくそうとアメリカで始
まった運動。アメリカの７７の自治体で条例が制定されている。自治体等公共団
体と契約、下請け、または補助金を受けている業者に対し、「これ以下の賃金で
労働者を働かせてはならない」と、各州の条例で定めている。ケアーワーカー、
警備員、駐車場係員、日雇労働者、窓口出納人、エレベーター操作者など公共団
体との契約を結ぶ範囲も広く、補助金の交付や融資、税の減免など経済的援助を
受けた企業も含んでいる。賃金水準は、各州の最低賃金の２倍近い水準で設定さ
れている。 


